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論文審査要旨（600～700文字） 

本論文では、超音波によって誘起される電磁応答を計測する手法（音響誘起電磁法）

を用いて、鉄鋼における残留応力を非破壊に定量評価・画像化を実証している。残留応

力は、材料の破壊強度を評価する上で重要な因子であり、橋梁、ビル、自動車、航空機

などの土木インフラや工業用鋼材の構造健全性に影響する．特に、引張残留応力は、対

象物にクラックを発生させるため、有害となる傾向があり、引張残留応力と使用荷重が

重なりますと、工学部品の疲労破壊を引き起こし、損傷や破壊に至ることがある． 
 本論文では、（１）引張試験により、音響誘起電磁法で得られる磁気特性パラメーター

と応力との関係を明らかにし、磁気特性パラメーターから応力への変換係数を見出した、

（２）溶接により意図的に引張残留応力を入れた鋼材試験体を用いて、音響誘起電磁法

で得られた磁気特性パラメーターの一つである保磁力から、上記変換係数を用いて残留

応力を求め、微破壊検査法と比較することにより、定量的に正しく残留応力が評価され

ていることを確認した、（３）他の磁気特性パラメーターである残留磁化信号を用いて、

残留応力の空間分布をマッピングし、塑性域まで到達した部位を予めスクリーニング可

能であることを実証した。 
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論文審査要旨 

 

以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成および公表

論文数などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(工学)の学位

論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定した 

審査経過（時系列） 

2021年 12月 16日 2022年 3月博士後期課程修了に係る学位申請 

2022年 1月 13日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2022年 2月 15日 学位論文発表会 

2022年 2月 17日 本専攻内応用物理工学専修における博士学位取得要件「欧文誌に掲

載された原著論文（査読付き）2報」を満たしていることを確認の上、
専攻会議で論文合格及び最終試験合格を承認。 

2022年 3月 4日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 


